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２０２５年１２月１日 

 

東京電力管内における蓄電所2案件の運用開始について 

 

東急建設株式会社（本社：東京都渋谷区、社長：寺田光宏）は、2025年10月から12月

にかけて、東京電力管内で蓄電所2案件の営業運転を開始しました。 

 

当社は、2024年7月に第1号案件である相模原蓄電所の運転を開始しており、今回はこれ

に続く第2号・第3号案件となります。 

 

国内では、2050年カーボンニュートラルを目指し、太陽光発電等の再生可能エネルギー

の導入が急速に進む一方で、発電量の変動が大きくなり、電力需給の安定化や変動に対応

する調整力の確保が課題となっております。また、多くのエリアで再生可能エネルギーの

出力制御が発生しており、余剰電力の有効活用が求められております。 

 本事業では、大規模蓄電池を電力系統に直接接続することにより、各種電力市場（卸電

力市場※1、需給調整市場※2、容量市場※3）を通じて、再生可能エネルギーの余剰電力の吸

収や調整力の提供、電力需給ひっ迫時の放電などを行って、電力需給安定化や余剰電力の

有効活用といった課題解決に貢献することができます。 

 

  【第2号案件 茨城県石岡市】         【第3号案件 千葉県長生郡】 

※いずれも画像はイメージです 
 

※1 小売電気事業者が需要家へ電力供給を行うために、電力量（kWh）を調達する市場 

※2 一般送配電事業者が周波数調整や需給調整を行うために、調整力を調達する市場 

※3 日本全体で必要となる将来の供給力（kW）を確保するための市場 
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当社は、長期経営計画“To zero, from zero.”において、提供価値の一つに「脱炭

素」を掲げており、脱炭素社会の実現に一層貢献するため、日本の再生可能エネルギー導

入拡大における阻害要因を取り除く必要があると考えております。このたびの蓄電所事業

を今後さらに拡大を通じて、カーボンニュートラルの実現に貢献してまいります。  

 

 

【蓄電所概要】 

名 称：東急建設2号蓄電所（仮称） 

運用開始：2025年10月20日  

設置場所：茨城県石岡市 

定格出力：約2,000kW  

電池種類：リチウムイオン電池  

 

名 称：東急建設3号蓄電所（仮称） 

運用開始：2025年12月1日  

設置場所：千葉県長生郡 

定格出力：約2,000kW  

電池種類：リチウムイオン電池  

 

【関連リリース】 

相模原蓄電所の本格運用開始について（2024年07月29日） 

https://www.tokyu-cnst.co.jp/topics/2636.html 

 

 

【本件に関する問合わせ先】  

経営戦略本部 コーポレート・コミュニケーション部 西田  

TEL 03-5466-5008 E-mail: webmaster@tokyu-cnst.co.jp 

以 上 
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